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高
い
体
積
密
度

技術で
末

産
業
技
術
総
合
研
究
所

水
素
吸
蔵
合
金

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

水
素
は
常
温
・
常
圧
で
は

気
体
で
あ
る
た
め
、
貯
蔵

効
率
が
著
し
く
低
い
こ
と

が
課
題
で
あ
っ
た
が
、
現
る
。
こ
の
水
素
昇
圧
技
術

在
で
は
常
温
・
低
圧
（
数
は
1
0
0度
C
程
度
の
低

気
圧
）
で
も
高
い
体
積
密
品
位
の
低
温
排
熱
を
利
用

度
で
水
素
を
貯
蔵
で
き
る
し
て
駆
動
で
き
、
摺
動
部

水
素
吸
蔵
合
金
を
用
い
た
が
な
い
た
め
高
耐
久
で
メ

貯
蔵
法
の
実
用
化
が
進
ん
ン
テ
ナ
ン
ス
頻
度
が
低
い

で
い
る
。
水
素
吸
蔵
合
金
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
し

は
水
素
と
反
応
し
て
金
属
か
し
、
8
0
が
殻
（
メ
ガ
は

水
素
化
物
の
形
で
水
素
を

1
0
0万
）
を
超
え
る
超

取
り
込
み
、
そ
の
逆
反
応
高
圧
水
素
環
境
下
で
水
素

で
水
素
を
放
出
す
る
。
吸
蔵
特
性
を
評
価
で
き
る

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
装
置
が
な
い
た
め
、
低
温

太
陽
光
、
水
力
、
風
力
ど
で
水
素
を
利
用
す
る
に
・
低
圧
で
得
ら
れ
た
実
験

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
は
高
圧
水
素
へ
の
昇
庄
が
デ
ー
タ
か
ら
の
外
挿
法
を

ギ
ー
を
使
っ
た
水
電
解
で
必
要
と
な
る
。
水
素
吸
蔵
使
っ
た
材
料
評
価
・
開
発

製
造
し
た
水
素
（
グ
リ
ー
合
金
は
低
温
で
は
低
圧
、
が
主
流
で
あ
る
。

ン
水
素
）
は
、
利
用
時
に
高
温
で
は
高
圧
で
水
素
を

二
酸
化
炭
素

(
C
0
2
)

吸
蔵
・
放
出
す
る
た
め
、

を
排
出
せ
ず
に
電
カ
・
熱
水
素
昇
圧
に
も
利
用
で
き

を
発
生
で
き
る
た
め
、
産

業
分
野
の
脱
炭
素
化
に
貢

献
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

1
0
0が
烈
評
価

Step1．高密度水素貯蔵

⑲ 

ー産綴ll1の挑戦一

フォークリフト

（
産
総
研
）
は
、
数
崎
程
度
容
儡
（
S
i
e
v
e
r
t

の
少
量
の
試
料
に
対
し
て

S

)

法
で
1
0
0が
殻
ま

材
料
開
発
で
は
、
8
0
度
今
後
は
実
際
の
運
用
条
殻
）
、
高
圧
ガ
ス
シ
リ
ン

C
程
度
の
湿
度
で
も
8
0
が
件
に
近
い
湿
度
変
動
で
の
ダ
ー
ヘ
の
水
素
充
填
（
S

殻
ま
で
水
素
を
昇
圧
で
き
耐
久
性
評
価
設
備
を
溝
築
2
0
炉
殻
）
、

C
0
2
の
回

る
T
i
系
A
B
2
型
水
素
し
、
高
耐
久
で
寓
エ
ネ
ル
収
•
利
用
（c
c
u
)プ

吸
蔵
合
金
を
開
発
し
た
。
ギ
ー
効
率
の
水
素
吸
蔵
合
ロ
セ
ス
ヘ
の
水
素
供
給

ま
た
、
蓄
積
し
た
実
験
デ
金
の
開
発
を
進
め
る
。
ま

(Slo炉
殻
程
度
）
な
ど

ー
タ
を
利
用
し
、
目
的
圧
た
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
水
素
昇
圧
用
水

カ
で
水
素
と
反
応
で
き
る
用
途
だ
け
で
な
く
、
フ
ォ
素
吸
蔵
合
金
開
発
も
進
め

水
素
吸
蔵
合
金
の
化
学
組
ー
ク
リ
フ
ト
や
飛
行
ロ
ボ
る
予
定
で
あ
る
。

成
を
予
測
す
る
方
法
も
構
ッ
ト
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
（
次
回
は
5
月
8
日
掲

築
し
た
。
へ
の
水
素
充
填
（
ー
4
0
炉
載
予
定
）

運
用
条
件
に
近
く

で
水
素
吸
蔵
特
性
を
評
価

で
き
る
装
置
を
構
築
し
、

解
析
方
法
も
確
昇
し
た
。

超
高
圧
下
で
高
精
度
な

水
素
吸
蔵
量
の
算
出
は
、

こ
れ
ま
で
無
視
で
き
て
い

た
各
種
因
子
を
考
慮
し
解

析
に
組
み
込
む
こ
と
で
可

能
と
な
っ
た
。
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低
温
排
熱
で
簡
便
に
昇
圧

9,  

水素吸蔵合金を利用した水素貯蔵
・昇圧・精製に関する合金開発と並
行し、放射光などを利用したガス雰
囲気下での材料分析技術の高度化お
よびそれらを利用した反応メカニズ
ムの解明などの基礎研究にも取り組
んでいる。今後はこれら水素利用技
術の社会実装に対して貢献していき
たい。
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